
6

支
援
金
に
は
国
か
ら
の
補
助
制

度
が
な
い
。
市
の
負
担
と
な
る
が
、

施
設
を
整
備
す
る
だ
け
で
は
待
機
児

童
は
解
消
で
き
な
い
と
い
う
貴
重
な

御
提
案
と
受
け
と
め
る
。

▼
契
約
に
係
る
平
準
化
後
の
検
証

5

末
端
の
業
者
ま
で
き
ち
ん
と
支

払
わ
れ
た
か
検
証
す
べ
き
で
は
。

6

適
切
に
対
応
さ
れ
た
と
考
え
る
。

▼
土
砂
等
埋
め
立
て
等
規
制
条
例

5

土
砂
等
埋
め
立
て
等
規
制
条
例

を
改
正
し
て
罰
金
を
取
る
こ
と
は
い

い
が
、
許
可
の
と
お
り
施
工
し
て
い

る
か
定
期
的
に
検
査
を
実
施
し
て
は
。

6

適
正
な
埋
め
立
て
事
業
の
施
工

を
確
保
す
る
た
め
規
制
を
強
化
す
る
。

▼
戦
争
か
平
和
か
の
岐
路

5

敗
戦
と
被
爆
か
ら
70
年
。
安
倍

政
権
は
侵
略
と
植
民
地
支
配
の
歴
史

を
否
定
し
、
核
兵
器
も
容
認
の
姿
勢

だ
。
本
市
は
平
和
都
市
宣
言
の
実
現

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

6

市
民
憲
章
、
平
和
都
市
宣
言
に

の
っ
と
り
、
恒
久
平
和
の
実
現
へ
戦

争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
と
う
と
さ
を

伝
え
る
こ
と
が
大
切
。
過
去
の
歴
史

認
識
に
つ
い
て
は
国
が
正
し
く
発
信

す
べ
き
で
、
私
の
認
識
を
述
べ
る
こ

と
は
適
切
で
は
な
い
。

▼
原
発
再
稼
働
反
対
の
表
明
を

5

放
射
能
被
害
を
受
け
た
柏
市
の

市
長
と
し
て
、
な
ぜ
再
稼
働
反
対
、

原
発
ゼ
ロ
を
表
明
で
き
な
い
の
か
。

6

原
発
事
故
は
二
度
と
起
こ
し
て

は
な
ら
な
い
し
、
再
稼
働
も
慎
重
な

対
応
で
望
む
べ
き
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
て
の
原
発
の
賛
否
は
国
に
お

け
る
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

▼
市
立
病
院
移
転
方
針
は
撤
回
を

5

地
元
の
外
来
患
者
な
ど
を
病
院

に
と
っ
て
の
マ
イ
ナ
ス
要
素
と
市
長

は
考
え
て
い
る
の
か
。

6

外
来
の
診
療
に
偏
っ
て
い
る
現

状
を
変
え
な
け
れ
ば
、
急
性
期
の
二

次
病
院
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
こ

と
と
今
後
の
安
定
的
な
経
営
の
維
持

が
難
し
い
と
考
え
た
。

5

市
立
病
院
は
、
現
在
の
場
所
で
、

真
の
地
域
包
括
ケ
ア
の
拠
点
と
し
て

の
再
生
を
目
指
す
べ
き
だ
。

6

今
後
、
市
立
病
院
、
介
護
老
人

保
健
施
設
は
み
ん
ぐ
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
等
を
包
括
し
た
保
健
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

▼
国
保
、
介
護
の
負
担
軽
減

5

基
金
の
全
額
取
り
崩
し
と
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
の
増
額
で
国

保
料
も
介
護
保
険
料
も
引
き
下
げ
を

断
行
す
べ
き
だ
。

6

国
保
料
引
き
下
げ
の
状
況
に
は

な
い
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

増
額
は
今
後
も
慎
重
に
対
応
す
る
。

介
護
保
険
料
は
基
準
月
額
で
７
０
０

円
増
だ
が
、
抑
制
に
努
め
た
。

▼
介
護
報
酬
引
き
下
げ
の
影
響

5

国
の
介
護
報
酬
大
幅
引
き
下
げ

が
事
業
所
の
経
営
困
難
、
サ
ー
ビ
ス

後
退
を
招
く
こ
と
は
確
実
だ
。
市
内

事
業
者
へ
の
影
響
は
。

6

事
業
者
の
安
定
し
た
運
営
や
サ

ー
ビ
ス
低
下
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。
十
分
に
注
視
し
て
い
く
。

5

特
養
の
整
備
費
補
助
金
は
、
県

が
１
ベ
ッ
ド
当
た
り
４
５
０
万
円
に

対
し
て
本
市
は
２
５
０
万
円
。
県
並

み
に
ふ
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

6

国
会
議
員
と
連
携
し
な
が
ら
、

短
期
間
で
保
管
に
関
し
て
の
歩
み
を

確
立
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
請
す
る
。

5

公
共
施
設
の
緑
化
、
特
に
教
室

の
暑
さ
対
策
に
エ
ア
コ
ン
を
入
れ
な

い
の
な
ら
校
舎
全
体
を
緑
化
し
て
は
。

6

26
年
度
、
市
内
小
中
学
校
４
校

で
実
証
実
験
を
行
い
、
室
内
で
平
均

1.7
度
下
が
っ
た
。
体
感
温
度
も
下
が

り
涼
感
が
得
ら
れ
た
。
公
共
施
設
へ

の
設
置
を
重
点
的
に
進
め
る
。

▼
子
育
て
支
援

5

待
機
児
童
解
消
に
つ
い
て
施
設

を
つ
く
る
の
も
よ
い
が
、
そ
れ
ら
に

か
か
る
費
用
を
家
庭
に
補
助
し
て
は
。

▼
市
立
柏
病
院
移
転

5

市
民
の
「
な
ぜ
」
の
答
え
は
。

6

町
会
単
位
に
町
会
長
等
数
人
の

小
集
会
を
開
き
意
見
を
聞
い
て
い
く
。

5

町
会
長
等
数
人
の
意
見
を
聞
く

だ
け
な
ら
辞
任
し
て
、
平
成
27
年
８

月
の
市
議
会
選
挙
と
一
緒
に
、
出
直

し
選
挙
で
民
意
を
問
う
て
は
ど
う
か
。

6

い
ろ
い
ろ
な
形
で
話
を
聞
き
な

が
ら
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
検
討
す
る
。

▼
環
境
問
題

5

指
定
廃
棄
物
に
つ
い
て
、
何
年

間
仮
保
管
す
る
の
か
、
地
元
住
民
は

不
安
を
抱
え
て
い
る
。
し
つ
こ
い
く

ら
い
国
に
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

6

現
在
の
と
こ
ろ
増
額
の
予
定
は

な
い
。
し
か
し
、
据
え
置
い
た
場
合

に
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
利
用
者
負
担
、

事
業
者
の
財
務
状
況
へ
の
影
響
も
懸

念
さ
れ
る
。
今
後
検
討
し
た
い
。

▼
35
人
学
級
と
エ
ア
コ
ン
設
置

5

安
倍
政
権
で
35
人
学
級
の
年
次

計
画
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
が
、
平
成
27

年
２
月
の
国
会
で
首
相
が
「
35
人
学

級
実
現
へ
向
け
努
力
し
た
い
」
と
答

弁
。
国
・
県
へ
強
い
働
き
か
け
を
。

6

計
画
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
状
況
は

大
変
残
念
に
思
う
。
教
職
員
の
増
員

は
最
大
の
教
育
条
件
整
備
・
環
境
整

備
で
あ
る
。
国
・
県
へ
の
要
望
、
働

き
か
け
を
強
め
て
い
く
。

5

普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

を
求
め
る
市
民
の
請
願
を
議
会
は
全

会
一
致
で
採
択
し
て
い
る
。
な
ぜ
無

視
す
る
の
か
。

6

学
習
環
境
整
備
と
し
て
重
要
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
し
か
る
べ
き
タ

イ
ミ
ン
グ
で
判
断
し
た
い
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
実
現
を

5

近
隣
自
治
体
で
は
大
変
好
評
だ
。

本
市
で
も
早
期
に
実
現
す
べ
き
で
は
。

6

高
齢
化
の
進
展
で
、
市
内
交
通

網
の
再
編
が
必
要
。
地
域
特
性
に
応

じ
た
公
共
交
通
の
再
編
を
関
係
者
と

協
議
し
、
進
め
る
。
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市
民
へ
の
負
担
増
は
撤
回
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
願
い
切
実

日
本
共
産
党

平

野

光

一

教
育
は
未
来
へ
の
堅
実
な
投
資

子
育
て
支
援
と
教
育
・
文
化
の
充
実
を

柏
愛
倶
楽
部

山

下

洋

輔

み
ん
な
の
幸
せ
の
た
め
に

お
金
を
大
切
に
使
お
う

政

和

会

坂

巻

重

男

縦
割
り
構
造
改
革
と
市
民
協
働

無
駄
な
く
漏
れ
な
く
質
の
高
い
事
業
を

未
来
会
議
柏

長

瀬

慈

村

▼
総
合
計
画
に
つ
い
て

5

総
合
計
画
策
定
に
、
市
民
意
見

を
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い
る
か
。

6

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意

見
や
意
識
調
査
結
果
を
活
用
す
る
。

▼
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

5

こ
れ
ま
で
の
経
費
・
人
員
削
減

や
事
業
の
外
部
委
託
等
の
改
革
だ
け

で
な
く
、
今
後
は
関
係
す
る
部
署
や

団
体
・
市
民
の
連
携
・
協
働
が
重
要

だ
と
思
う
が
、
考
え
は
い
か
に
。

6

縦
割
り
構
造
改
革
は
大
課
題
で

分
野
横
断
的
連
携
を
強
化
す
る
。

▼
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

5

コ
ン
ビ
ニ
Ａ
Ｅ
Ｄ
事
業
と
は
。

6

１
６
０
店
舗
に
設
置
し
市
民
に

周
知
、
救
命
講
習
会
等
啓
発
を
図
る
。

▼
子
ど
も
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

5

出
産
前
後
の
特
に
精
神
的
ケ
ア

が
急
務
だ
が
現
状
は
。
胎
児
期
〜
乳

幼
児
期
〜
学
童
期
〜
思
春
期
と
、
子

ど
も
の
健
康
管
理
の
連
続
性
が
欠
け

て
い
る
が
今
後
は
。
現
在
の
孤
立
的

子
育
て
環
境
で
な
く
、
地
域
で
支
え

る
子
育
て
が
必
要
と
思
う
が
考
え
は
。

6

母
子
の
健
康
管
理
や
育
児
不
安

へ
の
相
談
等
を
随
時
行
っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
健
康
状
態
は
各
部
署
が
把

握
も
情
報
共
有
・
連
携
は
少
な
く
、

改
善
を
図
る
。
子
育
て
に
も
地
域
の

協
力
が
必
要
で
活
動
を
支
援
す
る
。

▼
保
健
福
祉
行
政
に
つ
い
て

5

健
康
介
護
予
防
の
将
来
像
は
。

6

多
部
署
多
事
業
の
取
り
組
み
が

あ
り
連
携
・
協
働
が
必
須
。
生
涯
元

気
に
暮
ら
せ
る
社
会
形
成
を
目
指
す
。

▼
教
育
行
政
に
つ
い
て

5

い
じ
め
等
へ
の
生
徒
指
導
は
、

試
験
的
ア
ン
ケ
ー
ト
や
対
策
チ
ー
ム

増
員
等
の
局
所
的
対
応
で
な
く
、
全

学
校
の
平
準
化
を
図
る
べ
き
で
は
。

現
在
の
社
会
諸
問
題
の
根
本
は
、
生

命
へ
の
畏
敬
や
道
徳
・
倫
理
・
礼
節

の
欠
如
に
あ
る
と
思
う
が
考
え
は
。

6

学
校
間
差
が
出
な
い
よ
う
配
慮

す
る
。
命
の
大
切
さ
も
指
導
す
る
。

の
位
置
づ
け
と
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
で
の
図
書
館
分
館
の
方
針
は
。

6

学
習
・
子
育
て
支
援
の
充
実
と

市
民
の
課
題
解
決
支
援
の
情
報
拠
点

と
位
置
づ
け
る
。
分
館
の
あ
り
方
を

見
直
し
、
特
色
あ
る
分
館
に
す
る
。

▼
教
員
の
負
担
軽
減

5

学
校
事
務
職
員
の
養
成
を
。

6

研
修
や
小
中
学
校
の
連
携
で
、

学
校
事
務
機
能
の
強
化
に
努
め
る
。

▼
学
校
施
設
の
複
合
化

5

高
齢
者
は
小
学
生
か
ら
元
気
を

も
ら
い
、
小
学
生
は
高
齢
者
か
ら
経

験
を
学
ぶ
。
空
き
教
室
を
活
用
し
た

老
人
福
祉
施
設
を
設
置
し
て
は
。

6

空
き
教
室
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
を

判
断
し
な
が
ら
、
協
議
し
た
い
。

▼
介
護
を
す
る
家
族
へ
の
支
援

5

家
族
介
護
者
の
負
担
軽
減
や
孤

立
を
防
ぐ
交
流
の
場
を
。

6

ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
な
ど
、
介

護
者
の
た
め
の
支
援
も
し
て
い
く
。

5

10
代
の
家
族
介
護
者
の
実
態
を
、

行
政
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。
若
い

介
護
者
へ
の
支
援
を
。

6

相
談
機
能
を
強
化
し
て
い
く
。

▼
手
賀
地
域
の
農
業
・
観
光
振
興

5

フ
ッ
ト
パ
ス
（
※
）
の
整
備
を
。

6

市
民
団
体
の
提
言
を
も
と
に
、

農
家
や
商
店
と
協
力
し
、
展
開
す
る
。

▼
沼
南
公
民
館
の
近
隣
セ
ン
タ
ー
化

5

生
涯
学
習
と
市
民
の
活
動
を
よ

り
一
層
充
実
さ
せ
る
べ
き
だ
。

6

近
隣
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
も
、

生
涯
学
習
課
が
事
業
を
継
承
し
、
今

以
上
の
利
用
が
進
む
よ
う
に
す
る
。

▼
図
書
館
の
今
後
の
あ
り
方

5

第
五
次
総
合
計
画
で
の
図
書
館

▼
子
育
て
支
援

5

妊
娠
か
ら
、
出
産
、
子
育
て
、

就
労
と
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
サ
ー
ビ

ス
が
で
き
る
相
談
機
関
の
設
置
を
。

6

切
れ
目
な
い
支
援
を
検
討
す
る
。

5

児
童
虐
待
防
止
の
取
り
組
み
は
。

6

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
行
っ
た
。
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